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雲画像情報図の付甘贋報について

Added Information by Man-machine Interactive Operation of the SCIC
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　We got answers of questionnaire on the SatelliteCloud Information Chart （SCIC）fｒｏｍ

users, and then, improved on the SCIC to be more useful.

　　This paper presents the summary of the answers, and explains improvements and some

usages of the SCIC.

１。はじめに

　雲画像情報図は作成・配信を開始して３年余が経過

したが、１日８回３時間毎のほぼ定時の配信によって、

予報現場では衛星資料としての一定の役割を担うよう

になった。この間、気象衛星センター解析課では、雲

画像情報図に対する意見・要望を、アンケートなどの

方法によって積極的に間くように努力してきた。その

結果、予報現場から多数の貴重な意見・要望が寄せら

れ、その意向に沿うべく現在まで改善を進めてきた。

　アンケート等によると、総じて求められているもの

は「もっと分かりやすい雲画像情報図」である。また、

当初、雲画像情報図はSDUSのない予報官署（府県以

下）を主な対象としてスタートしたが、SDUSのある

予報官署でも、SDUS画像の分解能の限界などによる

判別困難な部分（霧など）については、重要な支援資

料として雲画像情報図が参考にされている。このこと

から、「予報現場には多数の資料があり、現場の予報官

は雲画像情報図、SDUS雲画像だけをじっくり見てい

る時間はない。また、SDUS雲画像には、画像の分解

能、装置の機能的制約からオリジナル情報のすべてが

再現されてはいない。」という前提に立って、改善の基

本的方針を「雲画像情報図に付加する情報は、オリジ

ナルの雲画像から得られる情報（Cb、Ｆｏｇ、雲列、雲

渦など）のうち、地方（ｏｒ府県）予報、海上予報、航

空予報に直接関係ある重要な情報、範囲に絞って、要

点が一見して分かるようにする必要がある。」としてい

る。

＊　気象衛星センター解析課

　ここでは、今までに実施したアンケート結果の紹介

と、改善点を中心に付加情報について説明する。この

報告が付加情報の理解を深める助けになり、雲画像情

報図の有効活用につながることを期待する。

２。雲画像情報図アンケート

２．１　アンケート実施の経過

　解析課では、雲画像情報図の配信開始以来、予報作

業の中でどう使われているかを知り、改善すべき点は

どこかを考える基礎にするために、気象大学校予報課

程研修生来所時や衛星資料利用講習会の機会を利用し

て雲画像情報回に関するアンケートを実施してきた。

また、各官署の方々に接する機会がある場合には積極

的に意見・要望を聞くようにしてきた。そこで、今ま

でのアンケート結果をまとめて、利用者の意向を紹介

する。

　アンケートの実施時期、対象者、回答数はTable 1

のとおりである。アンケートの内容は改善の経過にし

Table 1　アンケート取得の状況

実施時期 回答数 対　　象　　者

第１次　1988年６月

　　　　1989年１月

　　　　　　　２月

40

　9

17

気象大学校技術科予報課程研修生

衛星資料利用講習会（函館・舞鶴）

気象大学校専攻科予報課程研修生

第２次　1989年６月 42 気象大学校技術科予報課程研修生

第３次　1990年２～３月

　　　　　　　６～７月

　9

34

衛星資料利用講習会（福岡）・他

気象大学校技術科予報課程研修生

合　　計 151

－33－



METEOROLOGLCAL SATELLITE CENTER TECHNICALNOTE Ｎ０.２１DECEMBER. 1990

たがって一部の項目を追加又は削除しているので、第

１次～第３次で設問が多少異なる。現在使用している

アンケート（第３次）の設問内容をAppendix 1に示

す。このアンケートは今後も継続してゆく予定である。

２。２　アンケート集計結果

　アンケートの集計結果を以下に示す。

１)雲画像情報図の時刻別利用度

　１日８回の雲画像情報図のうち時刻別に良く利用す

るものから順に挙げてもらった。各時刻、各順位毎に

数を積算し、順位上位と下位を分けて累積(合計／人)

したものがTable 2及び３である。この表から、全体

として良く利用されるのは順に、18、06、00、２１

ＵＴＣ､逆に利用度の低いものは順に09､15､１２ＵＴＣで

あると判断される。なお、１次アンケートでは、利用

度の高いものを１～３位まで問う設問となっていた。

　Table 2　1次アンケート集計表('88.6～'89.2)

時刻UTC 00 03 06 09 12 15 18 21

利
用
度
順
位

１位 10 １ ５ ０ ０ １ 23 ６

２位 ９ ５ 11 ０ １ ０ ６ ９

３位 ９ ４ 13 ０ ３ ０ ６ ４

合計／人 28 10 29 ０ ４ １ 35 19

Table 3　2、3次アンケート集計表 ('89.6～'90.7)

時刻UTC 00 03 06 09 12 15 18 21

利
用
度
順位

高

１位 14 ３ ８ ０ ６ １ 40 ９

２位 10 ５ 20 １ ８ ２ ９ 22

3位 13 10 23 ０ ３ ３ ６ 10

４位 14 13 ８ ４ ７ ２ ７ ７

合計／人 51 31 59 ５ 24 ８ 62 48

利
用
度
順
位

低

５位 10 12 ４ ６ ７ ３ ５ ５

６位 ３ ７ ３ 17 ６ ６ １ ５

７位 ０ ４ １ 13 13 10 ０ ４

８位 １ ４ ０ ８ ５ 22 １ ２

合計／人 14 27 ８ 44 31 41 ７ 16

２）注目されている付加情報（％）

　　　　　　　１～３次アンケート（’88.6～’90.7）

　　　　　　〔　〕:各種別に記入のあったものの割合

組織化の程度の変化傾向（（き）べE））　　　　　　:41

雲頂高度、霊域の大きさの変化傾向（⑧へ⑨）

雲型（厄〔39〕、＆〔26〕、ｘ〔15〕、７〔9〕、

　　　他〔6〕）

霊渦（ふ〔14〕、ム〔7〕、o〔4〕、參〔4〕）

下層霊域境界線

特徴点の移動方向速慶

雲列（Ｃｕ（Ｃｇ、Cb）ライン〔22〕、

　　　Ciストリーク　〔14〕、

　　　トランスバースライン〔6〕）

38

84

58

21

42

:67

３)雲画像情報図の線や数字､記号で見づらいもの(％)

　　　　　　　　１～３次アンケート('88.6～'90.7)

（原　　図）等温泉

　　　　　　温度数字

　　　　　　海岸線

　　　　　　緯経線

１
　
t
n

n
／
｀
　
４

：２

ドット（濃密・上層・中層・下層雲域）：

29

　（付加記号）Ｃｕ（Ｃｇ，Cb）ライン

　　　　　　Ciストリーク

　　　　　　トランスバースライン

　　　　　　下層震域境界線

　　　　　　震型記号

　　　　　　変化記号

　　　　　　移動記号数字

　　　　　　震渦

一
一

一
一

一
・

・
一

一
一

１

１
　
０

1
0
　
１

５

：１

：３

　最も見づらいものとしては、海岸線がかなり高い率

で挙げられている。上に震域が掛かっていると特に見

づらいということは、配信開始直後から指摘されてい

たことであるが、この度システム管理担当者の対応に

よって、間もなく改善される見込みである。

４）震型多層表示について（％）

　　　　　　　　　　３次アンケート（’90.2～’90.7）

　　　有効:75　　利用していない：２　　無答:23

5）組織的な厚い震域の範囲を示す境界線について

　（％）　　　　　１～３次アンケート（’88.6～’90.7）

　　　必要：81　　不要：６　　無答:13

6）活発な対流霊域の範囲を示す境界線について（％）

　　　　　　　　２、３次アンケート（’89.6～’90.7）

　　　必要:91　　不要：２　　無答：７

７）ＳＤＵＳ画像（新Ｌ-ＡＤＥＳＳ端末画像を含む）の使用

者（％）　　　　１～３次アンケート（’88.6～’90.7）

　　　SDUS画像使用　:48

　　　使用していない　:45

無答
・
一 ７
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８）雲画像情報図配信順位上げについて（％）

　　　　　　　　　　　　　２次アンケート（’89.6）

　　　希望する:69　　希望しない：Ｏ　　無答:31

　当初、雲画像情報図の配信優先順位は現在のように

高くなかったため、利用度の高い０６ＵＴＣ､１８ＵＴＣの配

信が、配信集中帯にあたって、遅れることが多かった。

そこで、アンケートで配信順位を上げることについて

希望の有無を問うた。しかし、この結果を基に要望を

出すまでもなく、利用者の方々の強い要望と本庁予報

部関係部署の方々の努力により、1989年７月５日から

配信優先順位が上げられた。その後は、配信が遅れる

ことはほとんどない模様である。

９）日本近海・陸上の下層雲域（霧･層雲他）の雲型･

霊域境界線について（％）

　　　　　　　　　　１次アンケート（’88.6～’89.2）

　　　有効:67　　利用していない：４　　無答:29

２。３　意見記入欄の代表的意見

１）震画像情報図の有効利用の例

　ア）実況のないところの震り域、降水域の推定に利

　　用している。

　イ）震域の動きを追跡して晴れ、震り、雨の降りだ

　　し時刻の予測に利用している。

　ウ）目先の予報（３～６時間先まで）、注意報発表の

　　タイミングに有効に活用している。

　エ）原図の温度数字を貫頂高度に換算して利用して

　　いる。

　オ）原図の温度数字をエコートップと対応させて雷

　　予報に利用している。

　カ）原図の温度数字を強雨域と対応させて利用して

　　いる。

　キ）原図の特定温度線（例－10､－30°Ｃ）を追跡して

　　いる。

　ク）擾乱（Ｌｏｗ、Ｆrｏｎt）との対応、Jet軸との対

　　応、エマグラムと合わせて不安定場の判定、500渦

　　などと比較して実況の正確な把握をしている。

　ケ）図中に850の特定温度線を記入、注目すべき現象

　　を確認して、数値予想を参考にその先行きを予測

　　する。

　コ）Ciストリークで谷の位置を知る。

　サ）⑥～⑧、況）～（宸）、Cb､Ｃｇについてレーダーの観

　　測範囲外にある雲域、雨域の動向を判断する。

　シ）レーダーエコーデータがないときに利用する。

　ス）Cb､Ｃｇを暖候期は雷の判断に、冬期は雪の強さ

　　の判断に利用する。

　セ）海上の霧は船舶、衛星の資料しかないので注目

　　している。

　ソ）SDUSは（ＩＭＯＳ、ＷＥＦＡＸとも）あまり解像

　　度が良くなく、Cb、霧など識別が難しいところを

　　示してもらうため、震画像情報図が必要である。

２）震画像情報図への注文

　ア）現在の震画像情報図は以前の震解析図と比べて

　　震域のまとまりが分かりにくい。

　イ）震画像情報図の範囲が狭い。（西目本の人は西

　　へ、北海道の人は北へ拡大を希望している。）

　ウ）悪天をともなう霊域がはっきりわかるようにし

　　てほしい。

　エ）Cb域を強雨域として注目、動きや発達傾向を知

　　りたい。

　オ）特に夜間の霧の情報が欲しい。日中注目してい

　　た霧が夜なくなった場合、消散したのか、分から

　　なくなったのか、早朝予報で迷う。

　カ）配信される図が新Ｌ-ＡＤＥＳＳ展開によって縮小

　　され、やや見にくくなった。

　キ）ＡＳＭ天気図（新Ｌ-ＡＤＥＳＳ）と重ねて見るため

　　に同縮尺にして欲しい。

　ク）情報量が多くて、かえって見にくくなっている。

　ケ）１日８回全部配信して欲しい。

３。雲画像情報図への情報付加

３．１　付加情報の説明および改善点

　これまでに雲画像情報図の付加情報について説明し

た刊行物は「雲画像情報図について」（気象衛星センタ

ー・昭和62年２月）がある。同書p11～13に情報付加に

ついての説明があるが、その後、アンケート調査など

によって改善を行った結果、現在はその内容に一部変

更が生じた。以下、改善した部分を中心に付加情報に

ついて説明するので、雲画像情報図を利用するにあた

って留意して戴きたい。

１）発達した積雲又は無毛積乱雲（Ｃｇ:＆）をCbと

同等に扱う。

　衛星画像雲解析では、積雲（Ｃｕ:。2､）と羽毛状巻

雲を伴った積乱雲（Cb:Ｍ）の間の段階を「発達し

た積雲又は無毛積乱雲」（＆）と分類し、ここではこ

れをＣｇと記す。（「発達した積雲(Cumulus conges･

tus: 雄大積雲）または無毛積乱雲(Cumulonimbus
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calvus)」という分類は衛星雲解析独自の分類で、公式

の略語はまだない。）（Ａｐｐｅｎｄｉｘ2、 3、4参照）

　アンケート結果にも見られるように､Cb記号は非常

に注目されている。これは防災上の見地からみれば当

然の結果といえる。衛星画像で広い羽毛状巻雲を伴う

ようになったCbは発見・判別が比較的容易であるが、

すでに対流活動の最盛期を過ぎている場合も多いと言

われている。一方、Ｃｇは羽毛状巻雲を伴うようになっ

たCbよりも発見･判別が困難であるが、Cb発生の前

兆の場合が多く、さらに、発連中の対流雲としての活

動度（降水の強さ）はこの直後の初期段階のCbが最も

強いと言われている。このため、付加情報としての重

要性は高いとしてCbと同等に扱っている。

２）霧又は層雲（ｘ）を重視する

　日本付近の霧は注目度が高く付加情報として重要で

ある。 Cb、 Ｃｇに次ぐ優先順位としてFog ・St の雲型

と境界の破線を付加するようにした。（Ａｐｐｅｎｄｉｘ 5参

照）

　霧の情報は、特に早朝の航空予報や海上予報で重視

されている。また、SDUS画像がある官署でも分解能

などの関係で判別が難しいことがあり参考にされてい

る。

　ただし、ＦｏｇとStは雲底高度が違うだけで雲画像

では区別できないので、衛星雲解析では分けていない。

３）雲型記号を複数表示する。

　雲型記号の付加方法を、今回、多層にわたる雲型の

表示（後述）を設けたことによって一部改めた。雲型

記号を縦または横に複数表示する場合、つ）｡∠zz＆、

乙ｏのように層が異なるものは雲量にかかわらず左

から（または上から）上層雲～下層雲の順に並べ、

　ｏｘ、ａジふ　のように同じ下層雲または対流雲では

左から（または上から）雲量の多い順に並べることに

した。

　雲画像情報図に雲型を表示してある場合、それらは

付加情報として適切と考えられるその付近の代表雲型

　（情報として重要性の高いもの、図上の付加間隔、多

層表示で３個まで・下層雲のみでは２個までの制限、

等を考慮）を選択した結果である。

４）多層にわたる雲型の表示を行う

　霊画像を見ると、多くの場合上層から中層、下層ま

で多層構造になった霊域の霊型が識別できる。日本付

近にあって、このような雲城の多層にわたる雲型が予

報上重要な情報であると判断される場合に、これを表

現するために次のような表示形式を設けた。ただし、

複雑過ぎて分かりにくくなるのを防ぐため、当面、以

下の10種以外の組合せは使用しない。

　ア)薄い上層雲の下の下層雲を表示する場合(Fig.l

参照)

　　　７)ｘ、-７､０√ﾌ;ａハフｌ必の４種

　・可能な限り下層震域の境界を示す破線と併用する。

ﾚ‾‾‾‾‾･‾‾‾
l

l　　　　　Ch

(アの図)
Fig.l　薄い上層雲の下の下層雲

イ)組織的な厚い霊域の中の対流雲を表示する場合

(Fig. 2参照)

　　７)五1ざ包|、"ｉｉｌＲｃ＾ヽ、、ここらの３種と、

　　　遊＆、辿む・、、ヱＱ　の３種

　　・組織的な厚い雲域とは、低気圧等に伴う震域で

　東端部、北端部の上中層雲のみの部分や、周辺部

　の霊の隙間の多い部分を除いた、上・中層～下層

　まで霊が厚い部分とする。雨域または本曇り域に

　対応すると想定される領域である。

組織的な厚い雲城

(イの図)

Fig. 2　組織的な厚い震域
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　　・雲型記号の数は一組２つか３つとし、下層雲は

　　＆、。ﾆ、、Ｑ　の中から代表性の高いものを一

　　つだけ選んで付加する。

　　・このような表示をした霊域部分には雲頂高度、

　　雲域の大きさの変化傾向記号（⑧へ選））を付加す

　　る。

５）組織化の程度の変化傾向（④～⑥）を付加する対

象と位置を明確にした

　アンケートその他によると、雲画像情報図で組織化

の程度の変化傾向を表す記号⑥～⑥の付加位置やその

連続性についての疑問がいくつか上げられていた。

　雲画像では上層から下層までの雲が重なった状態で

見える。一般に擾乱中心の位置は上層と下層でずれて

おり、移動速度も異なることが多い。⑥～⑥を付加す

る位置は画像上で見えている雲渦等何らかの根拠にも

とづいて決定しているが、必ずしも地上Ｌの位置と良

く対応するとは限らない。ここでは記号⑥～⑥の付加

位置についての取決めを説明する。

　⑥～⑥は水平スケール600-1000km程度またはそれ以

下の震域（雲システム）の組織化の程度の変化傾向を

表すものとし、一つの震域全体に対して⑥～⑥を一つ、

その雲システムの中心（又はそれを示唆する雲渦があ

ればその近傍）に付加する。(Appendix 6参照）単に

雲渦、Ｃｕライン等の雲パターンの変化傾向を示すため

にはこの記号は用いないように改めた。

　雲システムの中心とは、中層から下層で擾乱に対応

するひとまとまりの雲域（雲システム）について、擾

乱中心を示唆するところとし、具体的な例としては次

のようなものがあげられる。(Fig. 3、4参照）

　ア）地上Ｌ又は前線上のキンクに対応する雲渦、下

　　層雲縁のフック、対流言列のキンクやそのセンス

Fig. 3　フック

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

　　　　　　　　　Fig. 4　キンク

　　のある位置

　イ）中下層（500～850mb）のＬ又はトラフに対応の

　　ある雲渦、中下層雲縁のフックやそのセンスのあ

　　る位置

　ウ）中～下層雲の回転中心

　ア～イのうちでは前者をより優先して採用する。

　前項、多層にわたる雲型の表示で述べた組織的な厚

い霊域の全体的な変化傾向は⑥～⑥を付加する対象と

なる。

　また、付加する対象の霊域が途中で変化するものの

例として、閉塞段階に達したＬに対応する雲域で、霊

域の雲渦部分（Ｌ中心に対応）と雲バンド部分（前線

に対応、閉塞点付近が発達）を別の霊域とするのが適

当となった場合は各々を別の雲システムとして取り扱

い、それぞれに⑥～⑥を付加する。

６）霊頂高度、霊域の大きさの変化傾向記号（⑧～R)

の付加対象を拡張した

　対象となる震域は、水平スケール400-600km程度また

はそれ以下の活発な対流霊域、下層雲域としているが、

単独の霊域には限定せず、⑥～⑥を付加した霊域の内

部の各部分についても、雲域の構造（擾乱中心、前線

対応震列、活発な対流震域、組織的な厚い震域の範囲

など）を考慮して付加対象とする。また、冬季の日本

海の帯状対流震・筋状震域なども変化傾向の異なる部

分ごとに付加する。

７）雲渦（Ｊ、、ム、ｏ、參）の性質

　雲渦は擾乱中心に対応する場合が多く、その発見、

追跡は雲解析上重要である。しかし、後述するように、

雲渦中心が擾乱中心に対応しない場合もある。雲渦は

明瞭なもののみに限らず、雲渦センスのある回転中心
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も採用している。

　雲渦の経過には、一つのものが長時間追跡できる場

合と、次々に発生・消滅を繰り返えして代替りする場

合がある。前者は総観規模の擾乱中心との対応が良い

が、後者では対応が良くない。後者は総観規模擾乱の

中の中小規模擾乱との対応が考えられる。

　解析では計算機端末画面の６時間動画、ＶＴＲの72

時間動画を使用して雲渦中心を決めている。

8) Ciストリーク、トランスバースライン、Ｃｕ（Ｃｇ、

Cb）ライン（･７～７、　∬卜出、ｒｙでゝ‥一一ふ凧）の意味

　Ciストリークは震域の北縁にあたるものの重要性

が高い。その形はトラフやリッジの位置を示すととも

に、その曲率の変化で上層風場の変化を知ることが出

来る。したがって、Ciストリークは濃いものに限ら

ず、上層の総観規模の流れを示すものを採用し、その

走向、曲率は重要な情報なので正確に表現するよう心

掛けている。

　Ciストリーク、特にトランスバースラインは強風輪

付近のシアーのある場所に対応するので航空気象では

注目されている。情報付加にあたって、トランスバー

スラインは明瞭なものに限らずそのセンスのあるもの

は採用している。

　Cu(Cg､Cb）ラインは、中、下層の場を表現してい

る。特に寒冷前線対応のものは重要である。 Cu （Ｃｇ、

Cb）ラインが多数有る場合は、より活発･顕著なもの

を優先し、それらの走向の代表性、存在領域の表現も

考慮して、記号付加するものと場所を選んでいる。日

本近海沿岸のＣｇ、Cbラインは特にその存在場所が重

要なので付加位置は正確を期している。寒気移流震域

の場合、付加するCu (Cg、Cb）ラインの本数、対流

言の強さの変化は、実際の寒気移流の変化と合うよう

に、前の時間の震画像情報図との整合性をとるように

している。

９）移動速度の単位を変更した

　付加する移動速度は地上天気図等他の資料、情報と

の一致を図るために５ＫＴ単位とし、５ＫＴ未満は停

滞（ＳＴＮＲ）とするように改めた。ただし、台風は１

ＫＴ単位で表し、３ＫＴ未満を停滞（ＳＴＮＲ）とす

る。

　霊域の特徴点（Cb域、雲縁、キンク、フック、霊

渦、雲システム中心など）の移動速度は、当初、３時

間々隔の２画像を用いていたが、現在は６コマ毎時動

画を用いて決定しているので、５時間の動きになって

いる。毎時動画を用いれば、この間に発生、変化した

ものもおよその移動速度を算出できる。

　震域を擾乱として追跡する場合、中下層雲を含む組

織的な厚い震域の移動を追う必要がある。上層を覆う

Ciだけの位相を追わないように、VIS動画が作れる時

間帯はそれを参照し､IRしかない場合は赤外強調画像

を利用している。

10）下層霊域の境界（破線）は可能な限り付加する

　原図に表現されていない（又は、正確に表現されて

いない）下層霊域については、予報上重要と考えられ

る場合、その境界を破線で表示し、霊型を付加してい

る。

　霊画像情報図の配信開始当初には、下層霊域の境界

線の表示は、霧又は層雲などのように極めて貫頂が低

いために表現されない、いわゆる白ヌケのところを補

うことに主眼を置いていた。しかし、アンケートにも

上がっているように、悪天を伴う霊域が分かりにくい

と言われる部分を補うためには、本当に霊が厚く、本

曇り域や雨域に相当する組織的な厚い霊域の領域を示

す必要があると考えている。

　前述、霊型多層表示が可能なところは、可視画像や

赤外強調動画などの参照によって上・中層雲の下の下

層雲が判別できるところである。赤外画像のみで作ら

れる雲画像情報国原図には上・中層雲の下の下層雲域

は当然表現されない。そこで、SDUS画像の機能的限

界を補う意味も含めて、予報上必要と考えられる場合

は、可能な限り破線を付加して、上･中層雲の下の下層

震域を示すように努めている。

11）付加情報の優先順位を見直した

　雲画像情報図の情報付加作業には時間制限（観測正

時後15～40分の25分間）があり、終了時刻になるとそ

こで付加作業は打ち切って配信に移る。また、要点が

一見して分かるようにするためにも、付加する情報は

予報上重要と考えられるものを優先して、付加記号の

総量を絞り込む必要がある。このために付加情報の優

先順位を定めているが、アンケート結果によると、利

用者が注目している順は当初考えていた順とは異なっ

ていることが分かったので、順位を一部変更して下記

の①～⑨の順とした。なお、作業の途中打切りを示す

④マークは廃止した。
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　Cb、Cg記号の付加

　Fog・St 記号の付加、Fog ・St 域の破線表示

　組織化の程度の変化傾向記号の付加

　雲頂高度、震域の大きさの変化傾向記号の付加

　震渦記号の付加

　Ciストリーク、トランスバースライン、Cu

（Ｃｇ、Cb）ラインの付加

⑦　特徴点の移動記号の付加

⑧　下層霊域の霊型記号の付加、霊域の破線表示

⑨　その他の霊型記号付加

12）情報付加の対象範囲を考慮する

　付加する情報の予報上の重要性を判断する場合、そ

の対象が日本にいつ頃影響を及ぼし始めるかを考慮す

る必要がある。このための一つの基準として、「日本付

近」の範囲を定めている。これは震画像情報国が３時

間毎に配信されることや地方海上予報区の範囲などを

考慮して定めたもので、付加作業に当たってはこの範

囲の内側を優先、さらに外側では付加する情報項目を

限定している。ただし、この範囲は地理的に固定した

ものではなく、対象とする震域等の速度、進行方向を

考え合わせて判断する。

　この範囲の内外の情報付加は以下のように行う。

　ア）日本付近の震域については前項の付加情報①

　　～⑨をこの優先順で付加する。

　イ）日本付近以外の震域については③、⑤、⑥、⑦

　　を付加する。

　　　ただし、⑤、⑥、⑦は小規模なものは除いて③

　　の対象と同等規模のものに限る。

３。２　情報付加の実例

１）発達した積雲又は無毛積乱雲（＆）を付加した事

例

　1990年５月23日１２ＵＴＣの雲画像情報図(Fig. 5)で

は台湾東近海に＆が付加されている。原図では中層雲

のドットで表現されているが、画像（Ｐｈｏto 1）を見る

とやや雲頂の高い下層雲域で、赤外画像の強調や動画

によって、これがＣｇ域であることが分かる（ごく一部

はすでにCbになっている）。＆は付加されていない

が、台湾西近海にも同様のＣｇ域が見られる。これらは

雲画像情報図原図では全く表現出来ないし、後者はお

そらくSDUS画像でも識別困難であろう。このＣｇ域

が３時間後の１５ＵＴＣには活発化してCb域になった

のが確認できる(Fgi.6、Photo 2）。このようなCb域

になる前兆のＣｇ域の情報は、判断が困難な場合が多

いが、Cbと同様に重要であると考えて特に注意を払っ

ている。

２）霧又は層雲(Fog ・ St: ｘ ）を付加した事例

　1990年６月13日09～２１ＵＴＣで日本海北部および北

海道周辺に広く霧又は層霊域が見られた。(Fig. 7～9、

Photo 3～5）09、２１ＵＴＣとも太陽高度が低く判別がや

や困難になるが、可視画像の強調によりかなりの範囲

まで確認出来る。また、夜間になっても条件が良けれ

ば（上空に上中層雲が無い。海面温度と霧又は層雲の

雲頂温度が少しでも差がある）赤外強調動画によって

その存在領域が確認出来る。霧又は層霊域の情報は重

要性が高いので、特に注意を払って解析し、夜間

　（12～１８ＵＴＣ）の雲画像情報図にも連続して記号を付

加した。

３）組識化の程度の変化傾向（⑥～⑧）を付加する対

象と位置の事例

　1990年６月13日０６ＵＴＣの霊画像情報図(Fig.10)の

42N 148 Eには⑥が付加されている。これは、目本の

東海上にある霊域（だいたい140E以東の部分をひとま

とまりの霊域〔霊システム〕として考える）が擾乱に

対応しているものとして、赤外･可視両画像（Ｐｈｏto 6、

7）を検討の結果、この位置に雲パターンから判断した

霊システム中心（擾乱中心）があるということを示し

ている。原図は赤外画像で作成されるため、42N付近

では146 Eに雲域の西縁があるが､可視画像を参照する

と下層から上層まで雲域が厚いのはもっと東で、42N

148 Eの⑥の位置にフックがあることが分かる。この時

刻の地上天気図(Fig.11)ではＬが41N 146 Eに解析

されている。

４）薄い下層雲の下の下層雲の雲型とその領域を表示

した事例

　1990年４月30日03～０６ＵＴＣの東シナ海に震域が見

られる(Fig. 12、13、Photo 8､ 9）。この霊域を可視・

赤外両画像を用いて解析すると、雲域内で対流言があ

る部分は図中の破線より西側で、この部分を代表する

雲型はＣｕとＣｇと判定される。そして、可視画像動画

を使用するとこの領域はほとんど停滞していることが

分かる。これらは予報上重要な情報であると判断した

のでCiの下のＣｕ、Ｃｇとその領域を表示した。
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５)組織的な厚い震域の震型とその領域を表示した事

例

　1989年12月７日０６ＵＴＣの震画像情報図(Fig.14)で

は日本海に発連中の霊域がある。この霊域の中央部、

日本海上には　　つ心乙・⑦が付加されているが、東端

Fig 5　SCIC at 12UTC, May 23，1990

Fig. 6　SCIC at 15UTC, May 23，1990

部、北日本にかかる部分には~y)Ｃ（~>が３ヵ所にわたっ

て付加されている。このことによって40N付近の日本

海上は組織的な厚い霊域に覆われているが、北日本に

かかる部分はまだその領域に入っていないことを示し

ている。

Photo １　IR Image at 12UTC, May 23，1990

Photo ２　IR Image at 15UTC, May 23，1990
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Fig. 7　SCIC at 09UTC, Jun. 13,1990

Fig. 8　SCIC at 15UTC, Jun. 13,1990

Fig. 9　SCIC at 21UTC, Jun. 13,1990

Photo ３　VIS Image at 09UTC, Jun. 13,1990

Photo ４　Enhanced IR Image at 15UTC, Jun. 13,

　　　　　　1990

Photo ５　VIS Image at 21UTC, Jun. 13,1990
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Photo ６　IR Image at 06UTC. Jun. 13,1990
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Fig.10　SCIC at 06UTC, Jun. 13,1990

４。今後の方向について

　雲画像情報国は以前の雲解析図や輝度温度分布図と

比べて分かりにくいと言う意見が多数あった。原図を

赤外雲画像のみで自動作成するという現在の手法では

根本的に困難な問題もあるが、付加する情報の工夫に

よって分かりやすくすることは可能であると考えてい

る。また、現在、新Ｌ-ＡＤＥＳＳの展開にともなって、

各地方予報中枢からのSDUS分岐画像が管内府県以

下の気象官署でも見られるようになりつつあるので、

SDUS画像のない予報官署､ばかりでなく、画像のある

Photo ７　VIS Image at 06UTC, Tun. 13,1990

Fig.11　Surface chart at 06UTC, Jｕｎ.13，1990

予報官署での利用ということも考慮して、雲画像情報

国の付加情報を再検討し、改善を行っている。今回紹

介した改善は予報現場からの要望のうち可能な部分を

反映させたものであるが、今後も「予報作業に役に立

つ雲画像情報図」を目指して、可能な限り利用者の意

向に沿った改善を進めていく心算である。引き続きご

意見・ご要望をお寄せいただければ幸いである。

　また、今回一部紹介したが、雲画像情報図の利用方

法に関しての事例解説や、新しい利用法の開発に関す

る調査などについても、今後気象衛星センター解析課

では力を注ぐ計画である。
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Fig.12　SCIC at 03UTC, Ａｐｒ.30，1990

Photo ８　VIS Image at 03UTC, Apr. 30,1990

Fig.14 SCIC at 06UTC, Dec. 7,1989
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Fig.13　SCIC at 06UTC, Ａｐr.30，1990

Photo ９　IR Image at ０３ＵＴＣ、Apr. 30、1990

－43－



METEOROLOGLCAL SATELLITE CENTER TECHNICALNOTE Ｎ０.２１DECEMBER, 1990

謝　辞

　利用者の方々の雲画像情報図へのご理解とご支援に，

さらにアンケート回答やご意見をお寄せ戴いたことに

対し深く感謝する．また，この報告をまとめるに当た

って有益な助言を戴いた解析課の萩原課長，内藤調査

官，麻生先任技術専門官，システム管理課の佐々本調

査官，他の方々に謝意を表する．

参考文献

麻生　正：雲画像情報図．気象衛星センター技術報告，

　　特別号（1989) II, 155-163,1989.

気象衛星センター：雲画像情報図について，1987.

気象庁予報部：気象衛星資料の予報への利用，1984.

木村隆昭：衛星画像上で積乱雲に似た外観を呈する雲．

　　気象衛星センター技術報告，第９号, 11-26,

　　1984.

気象衛星センター：気象衛星ひまわりによる雲画像の

　　解析とその利用（ひまわり画像の見方），3 -72,

　　1983.

気象庁気象衛星室：予報と解析への気象衛星資料の利

　　用，1976.

Appendix

l.アンケート内容

雲画像情報図（狭域）に関するアンケート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1990.2作成

　　　　　　気象衛星センター解析課雲解析グループ

　雲画像情報図は予報官署向けの予報支援資料として

作成・配信されていますが、スタートして約３年が経

過しました。これまでにも貴重な御意見をたくさん頂

きましたが、まだまだ不備な点も多いと思います。常

に。－ザーの皆さんの生の声に接して、雲画像情報図

の内容充実と改善を図りたいと思います。御意見、御

希望をお聞かせ下さい。

１）雲画像情報図の配信は観測正時後45分を目標にし

　ています。貴官署での受信時刻は毎回だいたい何分

　くらいですか？また、特に受信の遅れる時間帯があ

　れば挙げてください。

２）１日８回の配信のうち、予報作業上重要性の高い

　順番をお答え下さい。

　　Ｚ〉　Ｚ〉　Ｚ〉　Ｚ〉　Ｚ〉　Ｚ〉　Ｚ〉　Ｚ

３）比較的注目度の高い付加情報はどれですか？（○

　をつけて下さい）

　その情報をどのように利用していますか？（例えば、

　雨域の判断・曇域の判断など）

イ）祖織化の程度の変化傾向　⑥～⑥

ロ）雲頂・雲量の変化傾向（X）～魯

ハ）雲型　Cb昼、Ｃｇ＆、St (Fog) sこ、Ｃｉ５、

　　その他（ＣＵ。。、SC心、Cmm)

二）雲渦ふ　ム　ｏ　參

ホ）下層霊域境界線ご

へ）特徴点の移動方向速度［;〉KT

ト］雲列　Cu (Cg、Cb）ライン　～ヽ　、Ｑヽ＿凧

　　Ciストリークー－７一一゛一一７）

　　トランスバースライン　SSﾄｰ-----一一一一一則

４）原図から得られる温度情報（等温線、温度数字）

　をどのように利用していますか？また､雲域情報（濃

　密・上層・中層・下層雲域ドット）は有効ですか？

５）雲画像情報図の線や数字、記号で見難いものがあ

　りますか？（○をつけて下さい）

　　雲画像情報図の使い難いところはどういう点です

　か？

　原　　図：等温線、温度数字、海岸線、緯経線、ド

　　　　　　ット（濃密・上層・中潜・下層雲域）

　付加記号:Cu (Cg、Cb）ライン、Ciストリーク、

　　　　　　トランスバースライン、下層雲域境界線、

　　　　　　雲型記号､変化記号､移動記号数字､雲渦

６）雲が多層構造になっている場所で、予報上重要な

　情報と考えられる場合には雲型を多層表示していま

　すが有効ですか？（７）Ｘ、乃jh、など）

７）雲画像情報図に組織的な雲域（上～中～下層雲を

　伴う厚い雲域）の範囲を示す境界線ａを加えたら良

　いと思いますか？また、活発な対流雲域（Ｃｇ、Cb

　域）の範囲を示す境界線ｂはどうですか？

　ａ：必要　不要　　ｂ：必要　不要

8)SDUS画像(新Ｌ-ＡＤＥＳＳ端末画像を含む)を使用

　していますか？
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　SDUS画像を使用

　新Ｌ-ＡＤＥＳＳ端末画像を使用

　使用していない

使用している場合

　SDUS画像（新L-ADESS端末画像）と雲画像情

報図の使い分けをどのようにしていますか？

９）その他言画像情報図に関する御意見・御希望が有

　りましたら何でもお書き下さい。

2. Cb、Ciの判別法

イ）形状による判断（IR、VIS画像を比較）

　CbはIR､VISとも非常に白く､鋭い縁を持った塊状

の雲域として見られる。ただし、IRでは風上側の縁は

鋭く、反対側ではぼやけた羽毛状に見えることもある。

　CiはVISではCbに較べ輝度が低く変化がゆるや

かで、帯状または筋（ストリーク）状の雲として見ら

れる。濃い塊状のCiはCbとの判別が難しく形状では

判断できない。

ロ）動き方による判断（動画を利用）

　Cbに伴う雲は停滞するか、Ciに較べゆっくり移動

する。通常、下層の風上側に発生場所があり、上層の

風下側に羽毛状巻雲が流される｡Cbの発生場所が風上

側に移動し、あたかも風上側に動いているように見え

ることもある。

　Ciは上層風の速度で移動し、変形しないことが多

い。

ハ）存在場所による判断（各実況、予想天気図類を参

照）

　Cbは寒冷前線、停滞前線、雲バンドの南縁、雲渦付

近、暖湿気流域、上昇流域、強い寒気移流域などに発

生しやすい。

　Ciは上層のトラフと対応して、上層ジェット軸の南

側付近、雲バンドの北縁、擾乱の北側に多い。IRで真

白く見え、形状･動き方･存在場所ともCbの条件に当

てはまってもCiの場合もある。地形性巻雲は山脈の風

下側にみられ停滞する。

3. Cgの判別法

　ＣｇはIRでは灰色または薄白色で表現され､VISで

は白くぷつぷつした点の集合として見られる。動き方、

場所による判断はCbと同様である。

　Cj域の下にＣｇ域がある場合は、VISで下層が透け

て見える場合以外、判別は困難である。

　下層雲域の上に上層トラフ対応のCi域が掛かって

きたとき、Ci域が濃くなり、下層雲域も活発化するこ

とがある。このようなとき､IRで真白く形状その他Cb

そっくりに見えてもCbではなく、Ｃｇと考えられる場

合がある。

４。衛星画像雲解析雲型

　衛星画像雲解析の雲型と地上観測の雲形は、取り扱

う雲の規模（分解能）が全く違うので、雲種の定義が

異なる。したがって、厳密な対応は不可能である。

Table 4にあげた各雲の対比はその性質による大まか

なもので、表のとおりにきちんと対応するわけではな

いが､参考にされたい。例えば､地上観測ではCbは１

つのセル単位まで対象になると考えられるが、衛星雲

解析では複数のCbセルを含む雲塊（クラスター）が対

象となる。また､その雲塊内にはCb以外のものが含ま

れていることも当然あり得る。

5. Fog. Stの判別法

　VISでは白くべったりした雲域として見られる。海

岸や平野、谷にある場合、雲域の縁が地形(等高度線)

に沿った形でしばしば見られる。IRでは雲頂が低いた

め暗く、雲域の境界がほとんど見えないが、赤外強調

によって見える場合もある。赤外強調動画を利用する

と潮目(動かない)や、上空に掛かった薄いCiなど(の

動き)と下層の雲(の動き)を区別出来ることもある。

６。組織化の程度の変化傾向(⑥～⑥)の判定

　水平スケール600-1000k鵬程度またはそれ以下の雲域

　(雲システム)について、組織化の程度の変化傾向を

表すために記号伍)～⑧を用いる。一つの雲域全体を対

象にTable 5の各項目を判定し、総合して⑥～(E)のい

づれかに決定する。原則として６時間の変化を見るこ

とになっているが、変化傾向を正しくつかむためには

６時間以上の期間の画像(動画)を参考にする必要が

ある。

　＠：急速な発達

　⑥：発達

　(C):変化なし

　⑩：衰弱

　⑤：急速な衰弱
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ご;

。

こ:像雲解析雲型と地上観測弓形の対比

－ Ci　　　　巻雲系の雲　　　　　　　　　］Ch　上層雲

-直|Cm

凰

＆

乙Ｘ・

Ｃ）

匹

Cb

Cg

Cu

Sc

St(Fog)

中層の雲

羽毛状巻雲を伴った積乱雲

発達した積雲又は無毛積乱雲

積雲

層積雲

霧又は層雲

]Cm　中層雲

Cl　下層雲

地上観測十類雲形

Ci　巻　雲

Cc　巻積雲

Cs

Ac

As

Ns

O

Ｏ

C
ｒ
ｔ
C
≪

巻層雲

高積雲

高層雲

乱層雲

積乱雲

積　雲

層積雲

層　雲

衛星雲型
St(Fog) Sc Cu Cg Cb Cm Ci

匹 Q rVへ & 品 m ‾ﾌ）

地上観測
十類雲形

Cl6 Cl 4，

　5,8
Cl 2，
4,7,8

Cl 2，

　　3

Cl9 Cm Ch

St Sc Cu Cu
Cb

Cb
As
AcNs

Ci

Cs
Cc

Table 5 「組織化の程度の変化傾向」の判定基準（記号④～⑧の判定）

項　　　目 発達時の特徴 衰弱時の特徴 判定項目の説明、注意点

雲域の大きさ 拡大 縮小

雲域の走向 南北成分増加 南北成分減少 霊域の中下層雲の西縁、南縁が南北成分を増しているかどうか
増：フック、キンクの発生、明瞭化

滅：フック、キンクの不明瞭化、消滅

上層雲の
　　高気圧性曲率

増加

明瞭化
増加なし
不明瞭化

雲域の北縁、又は、北西縁にあるCiストリークの明瞭度、バル

ジの程度

雲量 増加

密になる
雲層の増加

減少
疎になる
雲層の減少

対流雲の増減を重視する

雲層の増加：２層が３層（上・中・下層雲）になる、１層が２

　　　　　　層になる

雲層の減少：３層が２層になる、２層が１層になる

雲頂高度 上昇

白くなる

低下

暗くなる

雲域の主要部分（中央部、対流震域）の雲頂高度の変化

雲渦 発生
明瞭化

消滅

不明瞭化

雲渦の様子、又は、雲域全体の渦巻パターンの様子

雲列、雲バンド 発生、増加
明瞭化

消滅、減少
不明瞭化

Cu～Cbライン及び雲バンド（前線対応）の様子
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